
 

第
三
九
八
回 

酔
芙
蓉
の
巻 

 

 
起
句
０
１
） 

何
処
（
い
ず
こ
）
へ
も
行
か
な
い
人
の
酔
芙
蓉 

 
 

果
穂 

 
 

０
２
）     

こ
の
世
の
隅
に
鉦
叩
き
打
つ 

 
 

 
 
 
 

恆
雄 

 
 

０
３
） 

ハ
ー
プ
弾
く
老
女
の
指
の
音
冷
え
て 

 
 
 
 
 

松
陽 

０
４
） 

 
 

新
渋
匂
う
番
傘
広
げ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

笈
羅 

月  

０
５
） 

枝
折
戸
（
し
お
り
ど
）
を
開
け
て
親
し
き
月
の
宿 

 

和
子 

折
端
０
６
）     
伝
南
州
の
額
は
朦
朧 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

七
緒 

折
立
０
７
）  

隣
家
と
の
境
か
き
消
し
雪
は
げ
し 

 
 
 
 
 

 

笈 

恋 

０
８
） 

 
 

時
計
台
の
下
待
つ
娘
（
こ
）
水
洟 

 
 
 
 
 

松 

０
９
） 

北
大
で
チ
ェ
ー
ホ
フ
主
役
奪
い
合
い 

 
 
 
 
 

七 

１
０
）     

通
知
表
で
は
５
も
均
（
な
ら
）
さ
れ
て 

 
 
 

和 

１
１ 

 

鈍
才
が
夏
期
講
習
で
目
を
覚
ま
す 

 
 
 
 

 
 

松 

１
２
） 

 
 

い
ば
ら
姫
に
は
王
子
が
ス
イ
ッ
チ 

 
 
 
 

七 

月 

１
３
）  

月
明
か
り
白
き
裸
身
の
浮
く
ご
と
く 

 
 
 
 
 

笈 

１
４
）      

強
風
に
怯
え
風
呂
に
水
張
る 

 
 

 
 
 
 

松 

１
５
）  

観
潮
船
渦
高
け
れ
ば
声
上
が
り 

 
 
 

 
 
 
 

和 

１
６
）     

何
く
わ
ぬ
顔
栄
螺
動
か
ず 

 
 
 
 
 

 
 

恆
雄 

花 

１
７
） 

決
壊
堤
花
見
ま
で
に
は
戻
る
ら
む 

 
 
 
 
 
 

七 

折
端
１
８
）     

ま
ず
芽
を
出
す
は
土
筆
た
る
べ
し 

 
 
 
 

和 

折
立
１
９
）  

幼
児
（
お
さ
な
ご
）
の
し
ゃ
ぼ
ん
玉
吹
き
追
い
か
け
る 
松 

２
０
）     

客
呼
び
寄
せ
る
あ
の
手
や
こ
の
手 

 
 
 
 

笈 

２
１
） 

麦
酒
（
む
ぎ
ざ
け
）
や
甘
酒
に
飽
き
梅
酒
へ
と 

 
 

恆 

２
２
）  

 
 

野
外
映
画
に
蚊
を
た
た
き
つ
つ 

 
 
 
 

 

松 

２
３)   

夜
鷹
鳴
く
急
に
仲
良
し
帰
り
道 

 
 
 
 
 

 
 

和 

 
 

２
４
）     

試
合
流
れ
た
カ
ナ
ダ
と
ナ
ミ
ビ
ア 
 
 
 
 

七 

２
５
） 

川
岸
に
も
と
の
賑
わ
い
鰻
簗 

 
 
 
 

 
 
 
 

笈 

恋 

２
６
）     

看
板
女
将
（
お
か
み
）
に
贈
る
山
葡
萄 

 
 
 

和 

２
７
） 

ゲ
ン
セ
ン
カ
ン
柚
の
実
香
る
掛
け
な
が
し 

 
 
 

七 

２
８
）      

薄
闇
透
か
し
落
雁
し
き
り 

 
 
 

 
 
 
 

恆 

月 

２
９
）  

長
唄
の
静
か
に
響
く
月
今
宵 

 
 
 
 
 
 
 

 

松 

折
端
３
０
）     

饅
頭
前
に
つ
い
う
と
う
と
と 

 
 
 

 
 
 

笈  

折
立
３
１
）  

凩
に
向
か
っ
て
深
く
被
る
帽 

 
 
 

 
 
 
 
 

恆 

３
２
）     

泉
が
誘
う
よ 

く
わ
ば
ら
く
わ
ば
ら 

 
 
 
 

七 

３
３
） 

水
温
む
か
く
れ
ん
ぼ
う
に
散
ら
ば
っ
て 

 
 
 
 

和 

３
４
）     

姉
の
造
り
し
蕗
味
噌
の
味 

 
 

 
 
 
 
 

松 

花 

３
５
）  

霊
廟
の
岩
戸
の
隙
に
花
の
影 

 
 
 
 
 

 
 
 

恆 

３
６
） 

   

蕨
摘
む
日
も
も
う
す
ぐ
そ
こ
に 

 
 
 
 
 

笈 

 

連
衆
・
果
穂
、
恆
雄
、
松
陽
、
笈
羅
、
和
子
、
七
緒 

２
０
１
９
・
１
０
・
１
７ 

於 

都
内
某
所 

 


